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研究成果の概要（和文）：本研究は、18世紀における南アジアならびに東南アジアでの熱帯産品輸出経済の萌芽・形成
を分析するものである。具体的には、ジャワ、ベンガル、コロマンデル、グジャラートにおける砂糖、綿織物などの生
産、集荷や輸出といった実態を，オランダ東インド会社文書を利用することで考察した。以上の研究により、東アジア
とは異なった発展経路をもつ南・東南アジア経済を歴史的に解明し、もって、近代アジア・世界経済における国際分業
体制下に、ローカルな熱帯産品輸出経済がいかに形成されたかを明らかにすることで実証的なグローバル・ヒストリー
の議論の下地ともなりうる研究を目指したところである。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed to examine the economy of South and Southeast Asia to 
export tropical products at the initial stage. Production, collection and export of products such as 
sugar and cotton textiles in Java, Bengal, Coromandel and Gujarat were investigated through consulting 
the records of the Dutch East India Company. This research project sought for an economic development 
path in South and Southeast Asia, which was different from that in East Asia. Then, by making clear the 
process of emergence of the economy to export tropical products within the framework of the international 
division of labour in the Asian and World economy during the eighteenth century, and the research 
attempted to provide basis information for current debates of global history.

研究分野： アジア経済史
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１．研究開始当初の背景 
19 世紀中葉以降に関する近代アジア域内

貿易史をめぐる研究動向を踏まえ、本研究代
表者は、その歴史的起源や規定性を検討し、
明らかにする研究をこれまで行ってきた。オ
ランダ東インド会社文書を利用して、18 世紀
を中心とした近世期のヨーロッパ＝アジア
間貿易やアジア域内貿易(アジア間貿易)の研
究を行い、ヨーロッパ市場ばかりかアジア域
内市場の需要の高まりによって、南・東南ア
ジアにおける熱帯産品の生産が刺激され、19
世紀以降の本格的植民地化時代におけるモ
ノカルチャー経済の萌芽が 18 世紀にみられ
たと貿易の側面から解明してきたのである。
また、このような実証研究は、近年盛んなグ
ローバル・ヒストリー研究に対して、近世ア
ジアの実証分析からそのディベートにも大
いに貢献できるであろうと考えられること
も付記しておく。 
 
２．研究の目的 
しかし、本研究代表者のこれまでの近世ア

ジア域内貿易史をベースにした研究のまま
では、広範なアジア経済の多様性を理解する
には必然的に限度がある。国際貿易は輸出入
それぞれのモノの動きであり、かつ各港市の
後背地経済の生産性の比較優位の多様性に
よって生じるものである。したがって、当該
期のアジア経済を包括的に検討するには、各
生産地での経済変化を分析する必要がある
と自覚し、近世熱帯アジアの生産に関する本
研究を、今回、立ち上げるに至った。 
そもそも熱帯アジアにおける輸出向け生

産の開発史は、欧米資本による鉱山・プラン
テーション栽培と小農中心の輸出作物栽培
に大方分類されてきた。いずれも、植民地的
経済を形作る根幹とされて理解されてきた
が、実際はそのような安易な見取り図では現
実の把握はできない。今一度、新たな実証研
究を生産面も視野に入れて行う必要がある。 
 
３．研究の方法 
南・東南アジアのうち、経済的に主要な 4

地域（ジャワ、ベンガル、コロマンデル、グ
ジャラート）を選び、それぞれの熱帯産品輸
出経済の萌芽・形成に関して生産から輸出に
至る過程を分析する。オランダ東インド会社
の作成した記録であるオランダ東インド会
社文書に含まれる年次報告書や会計帳簿、地
図など多様な史料を駆使する。本史料の所蔵
機関であるオランダ国立公文書館ならびに
インドネシア国立公文書館等で史料を収集
し、各地のデータを分析したうえで、最終的
には熱帯産品輸出経済のパターンや発展経
路を明らかにする。 
具体的には次の5つの研究ステップをとっ

た。①オランダ東インド会社による輸出貿易
の数量的把握、②輸出概況についての分析
（文字史料からの分析）、③生産概況と時空
間分析、④労働管理、技術導入ならびに集荷

等を担った現地仲介商人の分析、⑤総括的分
析(一般化)である。 
 
４．研究成果 
研究プロセスとして、まず仮説をつくり、

それを歴史的実態解明のもとで検証を行う
形で進めた成果は以下の 3点にまとめること
ができよう。第一に、19 世紀中葉以降に関す
るアジア域内貿易史研究が明らかにしてき
たように、輸出商品も欧米の宗主国のほか、
アジア域内市場の需要も重要であったこと
は 18世紀においても同様であった。第二に、
開発を先導した勢力の中心は、欧米資本とい
うよりはむしろアジア人商人であった。ヨー
ロッパ資本は現地で常に短期的資金不足の
傾向にあり、現地人商人との連合なくしては、
輸出貿易を担うことができなかった。つまり、
ヨーロッパ人商人、より正確に言えば、東イ
ンド会社という会社組織とアジア人商人の
連携とその制度的保障が存在しない限り、輸
出経済の形成は不可能だったのである。第三
に、こうしたアジア人商人は、東南アジアに
おいては在外中国人商人であったり、南アジ
アにおいては南アジア現地の商人のほか、南
アジア内部の他地域ないしは西アジアから
といった外来の商人である例が多い。彼らが
資本や技術、情報を提供し、さらには華人労
働者や奴隷といった移民労働力の導入や輸
出商品の確保や品質管理も担っていたので
ある。 
 なお、研究成果として、下記の通り、雑誌
発表論文 6件、図書（論文集）における刊行
論文 7 件、口頭発表 21 件を得た。これらに
は他の科研費の研究分担者として参加した
プロジェクトとの共同成果や本研究プロジ
ェクトの副産物的な成果も含まれるが、若手
研究(B)としては十分に意義のある多くの成
果を生み出したものと考えられる。くわえて、
本研究の後継プロジェクトとして、本研究代
表者が新たに研究代表者をつとめる基盤研
究(B)「近世アジアと砂糖の世界史：砂糖の
生産・国際流通・消費文化に関する国際共同
研究」(2015年4月より3年間)が採択された。
この研究プロジェクトは本研究で明らかに
なったことを踏まえ、その代表的な商品であ
る砂糖を事例として、より詳細に研究を実施
することを目的とする国際共同研究である。 
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